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【調査研究の概要】 

・市民放射能測定で一般的に使用されている NaI シンチレーターによる測定では、特に土壌測定において、天

然の放射性核種であるウラン系列のビスマス 214 などを放射性セシウムの値として誤検出する傾向などが見

られ、測定値を過剰評価することが機種によっては顕著であるのが悩みの種である。今回の助成ではその傾向

把握と問題解決のため、天然核種を含んだ 3種の濃度の土壌検体を製作してゲルマニウム半導体検出器で値付

けをし、19測定室の 21測定器で検証をした。その結果、AT-1320AとCSK-3iという二種類の測定器が過剰

評価の傾向が強いことが見て取れ、それはハードの問題というより解析ソフトでの解析方法に課題があるとほ

ぼ特定された。そこでそれを補正するため、γ線スペクトルデータの解析領域を絞りCs-137のみを単独解析

して過剰評価分を補正する手法について、現在検証を重ねて開発中である。 

・高濃度検体の測定のための精度確認と、少量容器を持っていない測定器が少量測定できるための取り組みも行

った。濃度の異なる２種の高濃度土壌と灰の計 3段階の検体を作製し各測定器で測定を行ったところ、メーカ

ー出荷時に少量容器で校正が実施されている機種では少量容器でも精度良い測定ができることが確認され

た 。少量容器を持たない測定器で、少量容器測定をするため換算係数を求めようとしたが、現状では実際に

数値をプロットした回帰式による補正が良好な結果を導き出している。 

【調査研究の経過】 

■「低濃度土壌チェック検体の準備と値付け」 

・おのみち‐測定依頼所‐（広島）にて、基盤となる土壌を採取。森の測定室・滑川（埼玉）へ送付。 

・森の測定室 滑川にて土壌をふるい不純物を除き、粒度を細かく揃える。あがのラボ（新潟）へ送付。 

・あがのラボでふるいにかけられた土壌に、高濃度のセシウムを混ぜ混和器で十分混和し、３段階の濃度 

検体を作成。準備された容器に詰め、ふくしま 30年プロジェクト（福島）へ送付。 

・ふくしま 30年プロジェクトで、段階別の検体をゲルマニウム半導体器で測定して値付け。 

■「高濃度検体の準備と値付け」 

・あがのラボで 2濃度、Ｃ-ラボ（愛知）で 1濃度の検体を作成して、測定して値付け。 

■「検体の回覧・結果の取りまとめ」 

・事務局にて測定器のグループごとにルートを設定し、検体の回覧を実施。測定結果を取りまとめる。 

【今後の展望など】 

・検討結果をもとにこれまでに測定してきたデータを補正し、より事実に近い値をwebで公開していく 

システムを構築する。マップシステムにも順次反映させていく。 

・研究成果の発表及びwebのデータの見方について解説する機会（イベントなど）をつくる。 
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検討課題1：放射性セシウム定量を妨害する天然
核種（ウラン系列・トリウム系列）の問題

•

•

•
•

•

➡NaIシンチレーター機種ごとの傾向を把握し、
原因の究明と対応策が必要



土壌中に多量に含まれる天然核種

（4n+2）系列 （4n）系列

一般食品と比べて土壌には岩石由来の天然核種が多量に含まれている。

放射性セシウム(Cs-137、
Cs-134)定量を妨害

放射性ヨウ素（I-131）
定量を妨害



•
•

•

•

➡NaIシンチレーター機種ごとに少量容器を用い
た際の精度確認を実施。

検討課題2：高濃度検体を少量容器で測定した際
の精度の問題



機種名 略号 測定所数 台数
ATOMTEX AT1320A AT 10ケ所 12台
非電化工房 CSK-3i-X CSK 3ケ所 3台
EMF-Jpan EMF211 EMF 3ケ所 3台
応用光研 FNF-401 FNF 2ケ所 2台
日立アロカ CAN-0SP-NAI アロカ 1ケ所 1台

計 19ケ所 21台

機種名 略号 確認容器 測定所数 台数
ATOMTEX AT1320A AT しっかりパックF（100ml） 10ケ所 12台
非電化工房 CSK-3i-X CSK V7 円筒形容器（90ml） 3ケ所 3台
EMF-Jpan EMF211 EMF V2 円筒形容器（70ml） 2ケ所 2台
応用光研 FNF-401 FNF V2 円筒形容器（70ml） 2ケ所 2台
日立アロカ CAN-0SP-NAI アロカ V2 円筒形容器（70ml） 1ケ所 1台
Captus 3000B Captus U8 円筒形容器（100ml） 1ケ所 1台

計 19ケ所 21台

MDS登録測定所の60％が参加





100

1000

10000

100000

0 500 1000 1500 2000

Bi
-2

14
Tl

-2
08

Pb
-2

14Pb
-2

12

Ac
-2

28

K-
40

Bi
-2

12



広島県尾道土壌  ＞75kg

天日乾燥

乾燥土壌（43kg）

有機物 土壌分画

粉末土壌
分画

粒状土壌
分画

ミキサー混和

分粒(2mm径のフルイ)

小石、礫、植物体

分粒(1mm径のフルイ)

分粒作業・天日乾燥 

(森の測定室 滑川  埼玉県)

土壌採取    
 (おのみち-測定依頼所- 広島県）

ミキサー混和 
（あがのラボ  新潟県）



ミキサー混和

ベース
土壌
（13kg)

ミキサー混和

ミキサー混和

ベース
土壌
（13kg)

低濃度
土壌①
（13kg)

低濃度
土壌②
（13kg)低濃度

土壌③
（13kg)

粉末土壌 0.3kg

乳鉢で微粉末化した 
超高濃度粉末土壌 

(＞30万Bq/kg)

混和

添加用土壌 
約4000Bq/kg

乳鉢で微粉末化

80g

160g

約25 Bg/kg

約50 Bg/kg

約4 g

粉末土壌分画
（39.6kg）

3分割



低濃度
土壌①
（13kg)

低濃度
土壌②
（13kg)

低濃度
土壌③
（13kg)

AT1320用 
1ℓマリネリに
充填

Ge半導体検出器で値付 
(NPO法人ふくしま30年プ
ロジェクト 福島県）

各測定器専用 
1ℓマリネリに充填

８セット(24個) 

AT1320A(3) 
CSK-3i(2) 
EMF-211 
FNF-401 
日立アロカ
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少量容器に充填

1mm径フルイで分粒した 
乾燥粉末土壌 約1.5 kg

乳鉢で微粉末化した 
超高濃度粉末土壌 

(＞30万Bq/kg)

混和

乳鉢で微粉末化

V2 容器に70ml充填

Ge半導体検出器で値付 
(NPO法人ふくしま30年
プロジェクト 福島県）

充填用高濃度土壌 
約2,000 Bq/kg    &　約20,000 Bq/kg

9セット(27個)　 
しっかりパックF(3)、V2(3) 
V7(2)、U8

充填用高濃度焼却灰 
約4,000 Bq/kg 

(C-ラボ 愛知県）

Ge半導体検出器で値付
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放射性Cs-134濃度[値付け値](Bq/kg)
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Cs-137 1,785 Bq/kg 
Cs-134 308 Bq/kg

Cs-137 4,048 Bq/kg 
Cs-134 703 Bq/kg

Cs-137 18,989 Bq/kg 
Cs-134  3309 Bq/kg
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